
且
ツ
大
な
る
組
織
に
よ
り
て
す
。

良
民

ハ
良
民

二
し
て
政
府
を
信
じ
て
克
く
従
順
の
義
を
怠
ら
ず
。
此
の
人
情
を
利
用
せ
る
悪
魔
軍

ハ
、
政
府
の
官
吏

二
内
命
し
て

ハ

官
吏
を
使
用
し
、
公
共
公
益
を
仮
て
又

一
般
国
民
よ
り
租
税
と
名
付
け
て
多
く
の
金
銭
を
奪
え
、
而
モ
尚
足
ら
ず
と
し
て
、
債
を
起

し
て
此
の
金
を
分
捕
し
す
る
に
河
川
工
事
、
曲
林
涵
養
、
道
路
、
橋
梁
改
築
修
繕
の
善
名
を
用
え
た
り
。
下
野
の
善
民
も
良
民
も
皆

克
欺
か
れ
て
、
楽
天
安
眠
の
中
誰
れ
か
又
此
の
多
大
の
負
債
を
し
ら
ず
。
政
治
の
害
や
大
え
な
り
。
銅
山
の
害

ハ
更

二
之
よ
り
又
大

え
な
り
。
霧
の
存
立
議
れ

二
あ
る
か
。

予
正
造
曾
て
議
会

二
於
て
三
十
三
年
の
春
と
覚
ゆ
、
質
問
書
を
提
出
し
て
曰
く
、
亡
国

二
到
る
を
し
ら
ざ
れ
バ
之
即
ち
亡
国
な
り
と

質
問
せ
し
に
、
政
府

ハ
答
え
ず
。
已

二
し
て
拾
弐
年
の
已
前
な
り
。
今
年

ハ
正

二
之
四
十
五
年
二
月
と
な
る
。
国
家

ハ
己

二
十
二
三

年
の
己
前

二
亡
び
た
る
な
り
。

此
の
亡
び
た
る
国
家

ハ
三
十
七
年

二
至

っ
て
更

二
甚
だ
敷
く
、
外

二
対
し
て
ハ
大
強
国
と
戦
え
、
内

二
対
し
て
ハ
切
り
取
り
強
盗
を

為
せ
り
。
其
の
外

二
戦

っ
て
功
あ
り
し

ハ
神
我
が
国
を
救
え
し
な
り
。
而
モ
之
を
神
の
恩
と
せ
ず
、
此
の
罪
名
状
す
べ
か
ら
ず
。
神

ハ
神

二
近
き
も
の
に
神
を
以
て
せ
り
。
遠
ざ
か
る

ハ
汝
の
遠
ざ
か
る
な
り
。
近
付
く

ハ
汝
の
近
付
く
な
り
。
大
な
る
神

ハ
神
よ
り
し

て
す
て
ず
、
近
付
け
ず
。

（表
紙
）
　

四
十
五
年
二
月
五
日
　
篠
山
　
小
倉
鷲
七
氏
方

二
て

四
十
五
年
三
月
五
日
　
　
藤
岡
町
し
の
山
小
倉
爾
七
氏
方
。
答
場
福
地
貞
蔵
氏
来
り
回
く
、
三
十
六
年
五
月
と
覚
ゆ
、
復
旧
工
事
流

亡

ハ
原
因
あ
り
。
人
足
を
追
え
帰
し
て
遅
滞
せ
し
め
、
夜
間
装
茅
五
六
十
東
を
中
間

二
埋
め
立
て
、
其
の
上

二
堤
形
を
造
る
。
五
月

出
水
、
見
る
見
る
流
亡
せ
り
云
々
。

○
田
中
正
造

ハ
あ
く
び
を
し
て
四
十

一
日
の
禁
錮
刑

二
処
せ
ら
る
。
谷
中
人
民
白
費
を
以
て
、
生
命
と
農
事
を
保
つ
べ
き
堤
を
許
可
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珊
寄
市
〔
脚
０
叶
繭
蒲
叫
ざ
汁
耐
桐
Ｓ
（
■
。
咄
奇
帯
球
＝
０
鞘
課
ウ
弾
こ
ざ
彩
´
前
掛

・
Ｒ
前
＝
サ
（
叶
針
τ
飾
０
う
Ｓ

ｓ
熙
ヽ
ｏ
回
日
回
が
図
咄
爵

の
下

二
築
き
て
破
ら
る
。
足
尾
銅
曲
の
設
備

ハ
恰

モ
人
畜
殺
数

の
校
柱
校
架
を
設
備
し
た
る
と
同
じ
。
以
て
人
畜

の
生
命
ヲ
キ
ザ
ム

コ
ト
無
数

二
し
て
無
事
な
り
。
然
れ
ど
も
勢

の
有
無

二
よ
り
て
、
か
く

ハ
愛
憎
偏
頗
甚

シ
。

○
栃
木
県

ハ
恰

モ
朝
鮮
統
監
時
代

の
政
治
な
り
。
人
民

ハ
朝
鮮
人
民
の
如
し
。
人
民
虐
待

ハ
常
識
と
な
れ
り
。

二
月
五
日
、
或
人
言
う
。
瀬
下
儀
助
、
碓
井
、
小
曾
根
、
日
名
網
、
赤
坂
、
片
山
の
五
六
人

ハ
、
渡
良
せ
川
鉱
毒
沈
澱
池

の
大
設
計

成
功
ま
で

ハ
或
る
名
の
下

二
檻
中
の
人
と
な
り
、　
一
ハ
買
収
せ
ら
れ
て
遠
く
北
海

二
赴
き
、
四

ハ
ロ
実
の
下
に
銅
山
の
出
張
員
吉
沢

繁
治
の
告
訴

二
て
入
檻
せ
り
。
ア
ア
、
正
義
を
唱
え
て
心

二
油
断
あ
る
も
の
ハ
此
の
猟
師
の
飼

二
釣
ら
る
。
釣
る
も
の

ハ
便
あ
り
て

釣
ら
る
る
も
の

ハ
名
を
汚
し
て
な
り
。

○
今
の
法
律

ハ
勢

二
あ
り
。
法
律

二
カ
な
く
、
金
と
人
と

二
カ
あ
り
。
名
実

二
勢
力
な
く
、
手
段
計
略

二
勢
力
あ
り
。

○
今
此
の
地
方
人
民
を
見
る
、
徳
川
氏
の
温
和
的
圧
政

二
慣
れ
、
二
百
余
年
の
遺
伝
性
と
な
り
、　
一
・昌
爽
敬
、
二
に
恐
濯
、
三

二
畏

怖
、
四

二
謹
慎
、
五

二
卑
屈
、
六

二
堪
忍
、
七

二
忍
辱
、
八

二
依
頼
、
九

二
官
尊
等
の
文
字
よ
り
生
ず
る
消
極
的
謙
遜
、
形
容
的
礼

節
、
終
無
精
神
と
な
り
、
偽
善
的
忠
義
、
吝

シ
ョ
ク
的
節
倹
等
、
似
て
頗
る
非
ナ
ル
性
と
な
り
て
、
終

二
徳
川
三
百
年

の
余
弊

ハ
四

十
五
年
を

へ
て
ま
す
ま
す
甚
し
き

二
到
れ
り
。

而
も
此
の
弊
よ
り
発
す
る
悪
徳
な
る
も
の
、
之
を
道
徳
と
誤
解
す
る
に
到
ら
し
め
た
り
。
此
の
時

二
当
り
て

ハ
断
じ
て
古
き
を
す
て

て
、
新
鮮
な
る
宗
教
キ
リ
ス
ト
の
曰
く
、　
一
切
を
す
て
て
我

二
従
え
よ
、
と
の
た
ま
え
し
を
以
て
せ
る
の
外
此
の
国
民
を
救
え
出
す

べ
き
ミ
チ
な
し
。
今
の
日
本
豊
尋
常
無
力

の
宗
教
を
以
て
救
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
キ
リ
ス
ト
今
何
処

二
あ
る
か
。

〇
二
月
二
十
七
日
、
茂
木
氏
方

二
会
す
。

二
十
八
日
　
　
栃
木
県
裁
判
所
構
造
立
派
な
り
。
此
の
法
廷

二
来
る
人
民
の
多
く

ハ
皆
わ
ら
じ
手
弁
当
な
り
。
貴
き
人
民

ハ
泥
足

ニ

て
空
腹
な
り
。
法
廷
の
峨

々
た
る
何
の
必
用
。
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